





































































神と結合させるものである|･敬腱な精神は， ･ ･ ･…自分の｜ ･字架を負うよ
うに門したもうたところまでのぼらねばならない(I綱要1 37)。 この序
文で，私が殿も感銘を受けたのは， じつは，敬腱への修練を， | 一宇架を
負うことであり，服従だと語っているところであった。私が少し勉強し
ているバル|､も， ご承知のように， その聖化‘浦を「十字架の醤れ」で結
んでいる。敬腱，噌化， そして服従の極みは| ･字架を負うこと， この． ' ・
字架は主の-1 ．字架か．私の十字架か， そのIHI鯉はあるけｵしども。敬度概






る。 というのも， 引かれたテキストは．敬腱を十戒の第一の根， そして
愛を第二の板に振り分けている。つまり，敬腱自身が両lili性へと， すな
わち， 神へと同時に人へと開かれているのではない。敬虐が第一の板に
のみ関係づけらオLている。敬腱概念はむしろ狭く考えられている。狭|職
化．分極化,-lili化というようなことは言えないとしても，両面性と荷
えるほど広くはないということである。聖化諭が服従論であ'〕，究極的
に| ･字架を負うことにきわまるのは，バル|、も同じで，私も大斑成であ
る。しかしあえて税l 11引水で蒜えば，バルトリ)1(ﾘ化諦はその先があり，尚
命諭へと進んでいく。ベル|､の敬陛は，服従へと．他へと, llt界へと， こ
の世へと開かれ， 二1ｺリストをiilliししつつそのハ:雌にあずかっていくとい
うところへ|h｣かっている。そオしは， カル『ソ)‘ンの敬度にはあるのか。彼
の敬腱は中世力|、 リック教会の敬膜と違うのか, lilじなのか，古い敬膣
概念をカルヴアンは引きずっているのか， それとも刷新されたのか， そ
れが|ﾘj確にされた時に，今| |U)新しい寵性の‘拙諭に一石を役ずることに
なるのではないかと思う。澁によって新たにきれてこのlll:における側き
へと歩み入るようになるということ，敬産がlﾉ1閲にとどまらないこと，あ
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るいは救いが安佃な恵みにならないことが，今日の霊性諭の流れだと思
う。カルヴァンにおける聖霊と敬度の関係，あるいは敬鹿と行為の関係
など，最後にご教示いただければ幸いである。
(2004年7月1日）
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